
科目名：歯科矯正 
担当：石川  隆義  

歯科矯正治療の目的、治療年齢に応じた顎・顔面・歯列の発育、不正咬合の原因、不正

咬合の診断、治療内容の実際などを修得して、矯正治療の中での診療補助・予防処置・口

腔衛生指導を歯科衛生士が柔軟に行える基本を身につけることを目標とします。また、不

正咬合の原因である口腔にまつわる様々な悪習癖の除去への指導等、歯科衛生士にとって

重要な役割についても理解し、 active learning を活用して修得できる授業内容とします。  

１．第 1 回目（4 月 22 日（水））の講義相当分  

1 章  矯正歯科治療の概要（歯科矯正の教科書 2 ページから 12 ページまで）  

先ず 2 ページの上記部分のオレンジの四角に囲まれた部分に記載された１から５の

到達目標を念頭において、教科書を熟読してください。  

次に、郵送で送られてきた「歯科矯正」のプリントで「1 章  矯正歯科治療の概要」

の大切なポイントについてまとめていますので、知識の整理、理解を深めて下さい。  

そして、「歯科矯正学  レポート課題１」について取組み記載しなさい。  

  課題１に関する解説や質疑応答は、5 月 13 日（水）3 時限目に行いますが、  

  それまでに質問等あれば  isikawat@ogaki-tandai.ac.jp までメールでおたずね下さい。 

提出：5 月 13 日（水）3 時限目の「矯正歯科学」の授業時に課題レポート１の回収  

２．第２回目（4 月 29 日（水））の講義相当分  

 ２章  成長発育（歯科矯正の教科書 13 ページから 22 ページまで）  

先ず 13 ページの上記部分のオレンジの四角に囲まれた部分に記載された１から９

の到達目標を念頭において、教科書を熟読してください。  

次に、郵送で送られてきた「歯科矯正」のプリントで「２章  成長発育」の大切な

ポイントについてまとめていますので、知識の整理、理解を深めて下さい。  

そして、「歯科矯正学  レポート課題２」について取組み記載しなさい。  

  課題２に関する解説や質疑応答は、5 月 13 日（水）3 時限目に行いますが、  

  それまでに質問等あれば  isikawat@ogaki-tandai.ac.jp までメールでおたずね下さい。 

提出：5 月 13 日（水）3 時限目の「矯正歯科学」の授業時に課題レポート２の回収  

３．第３回目（５月 6 日（水））の講義相当分  

 ３章  正常咬合と不正咬合（歯科矯正の教科書 23 ページから 37 ページまで）  

先ず 23 ページの上記部分のオレンジの四角に囲まれた部分に記載された１から６

の到達目標を念頭において、教科書を熟読してください。  

次に、郵送で送られてきた「歯科矯正」のプリントで「３章  正常咬合と不正咬合」

の大切なポイントについてまとめていますので、知識の整理、理解を深めて下さい。  

そして、「歯科矯正学  レポート課題３」について取組み記載しなさい。  

  課題３に関する解説や質疑応答は、5 月 13 日（水）3 時限目に行いますが、  

  それまでに質問等あれば  isikawat@ogaki-tandai.ac.jp までメールでおたずね下さい。 

提出：5 月 13 日（水）3 時限目の「矯正歯科学」の授業時に課題レポート３の回収  
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